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これまで，インフルエンザウイルスの異なる型（亜型）

による混合感染事例の報告はあったが，A型とB型による

混合感染事例からのウイルス分離の報告はなかった．

医療機関において，迅速診断キットによりA型，B型と

もに陽性と判定されたインフルエンザ患者からMDCK細胞

によりウイルス分離を実施し，得られたウイルス初代分

離液に，A/H3型とB型の2種類のウイルスが存在すること

を確認した．

この2種類のウイルスが混在している初代分離液から，

プラーククローニング法により，A/H3型とB型のウイルス

を完全に分離してその同定を実施した．

分離されたA/H3型とB型の2種類のウイルスは，どちら

も同時流行した主流行株に抗原的に類似した株であるこ

とを抗原解析により示し，両者の混合感染であることを

確定した．
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劇症型A群溶レン菌感染症事例から分離された菌株211

株の薬剤感受性を調査した．erythromycin耐性3.8%，

clindamycin耐性，telithromycin耐性がそれぞれ1.4%，

ciprofloxacin耐性が0.5%検出された．また，cipro-

floxacinに対して中程度耐性をもつものが10.4%検出され

た．ampicillinとcefotaximeにはいずれの株も感受性で

あった．


